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一般社団法人 日本臨床救急医学会 

令和 2年度事業計画 
 

１．第 23 回日本臨床救急医学会総会・学術集会 

  テーマ：「病院前医療における多職種連携の多様性と将来像」 

  令和 2年 8月 27 日（木）、28 日（金） 

 於 国士館大学 梅が丘校舎･世田谷校舎 →Ｗeb 開催 

  会 長：田中 秀治先生（国士館大学大学院 救急システム研究科 教授） 
 

２．学会雑誌発行及びオンラインジャーナル 23 巻 2 号～24 巻 1 号（隔月刊）  
 

３．抄録集の発行 23 巻 3 号 

 

４．ニュースレターの発行 第 9、10 号（年 2回） 
 

５．会議開催 

 １）理事会  年間 4 回（定款上） 

 ２）社員総会 ※紙面開催 

 ３）会員総会 ※学術集会ホームページにて報告 

 ４）各種委員会活動（19 委員会） 

編集委員会、総務委員会、メディカルコントロール検討委員会、会則検討委員会、教育研修委員会、 

評議員選出委員会、広報委員会、丸茂救急医学研究振興基金運営委員会、 

学校へのＢＬＳ教育導入検討委員会、自殺企図者のケアに関する検討委員会、国際委員会、 

救急認定薬剤師認定委員会、緊急度判定体系のあり方に関する検討委員会、研究倫理委員会、 

小児救急委員会、患者安全検討推進委員会、 

傷病者の意思に沿った救急現場での心肺蘇生のあり方に関する検討委員会、 

法執行機関との医療連携のあり方に関する検討委員会、蘇生ガイドライン 2020 委員会 
 

 ５）その他会議 （外部会議への参加） 

日本救急医学会、全国ＭＣ協議会連絡会、日本救急撮影技師認定機構、日本臨床衛生検査技師会、 

ＪＰＴＥＣ協議会、日本蘇生協議会（JRC）、日本救急医療財団、小児救急連絡協議会、 

臓器移植関連学会協議会、医療安全全国共同行動、救急認定ソーシャルワーカー認定機構、 

日本母体救命システム普及協議会（日本産婦人科医会）、日本交通科学学会、 

病院前救護統括体制認定機構（旧 救急救命士の社会的利活用検討協議会）、日本救護救急学会、 

2020 年東京オリンピック・パラリンピックに係る救急・災害医療体制を検討する学術連合体 
 

６．研修会企画・運営およびコースガイド編集   

・ＪＴＡＳ 

・ＰＥＥＣ／ＰＰＳＴ 

・ＰＳＬＳ／ＰＣＥＣ／ＡＣＥＣ／ＩＳＬＳ 

・ＰＥＭＥＣ／ＰＰＭＥＣ 
 

７．救急認定薬剤師認定関連 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を踏まえ、 

2020 年度救急認定薬剤師講習会、第 10 回救急認定薬剤師認定試験、 

および更新講習会（第 23 回日本臨床救急医学会総会・学術集会 会期中）を中止とした。 
 

以上 


